
吾妻山殉難の記録 　■交通安全の基礎知識（交通安全マニュアル）

　■交通安全情報源ファイル

　■自動車保険データにみる交通事故の実態

　■交通事故死傷者の人身損失額と受傷状況の研究

　■交通事故被害者の受傷状況についての分析Ⅰ、Ⅱ

　■貨物自動車の安全な運転法に関する調査・研究報告書

　■予防時報（季刊）

　■災害に負けない企業づくり

　■危険物と産業災害－知っておきたい知識と対策－

　■地震と産業被害（山崎文雄著）

　■世界の重大自然災害

　■世界の重大産業災害

　■病院における医療安全対策に関する調査・研究報告書

　■自然災害被害の防止・軽減に資するための調査・研究報告書

　■巨大地震と防災

　■津波防災を考える－付・全国地域別津波情報－

　■ドリルＤＥ防災－災害からあなたを守る国語・算数・理科・社会－

　■ドリルＤＥ防災 PartⅡ－災害からあなたを守る国語・算数・理科・社会－

　■火山災害と防災

　

　■ザ・チャイルドシート[29分]

　■ザ・シートベルト[37分]

　■ザ・シートベルト２[22分]

　■開国迫る！日本の機械安全－国際安全規格ISO12100－ [26分]

　■自然災害を知り備える－平成の災害史－ [25分]

　■河川災害の教訓 [24分]

　■風水害に備える [21分]

　■その時きみは？－良太とピカリの地震防災学－ [19分]

　■地震！パニックを避けるために [23分]

　■地震！その時のために－家庭でできる地震対策－ [28分]

　■検証 '91台風19号－風の傷跡－ [30分]

　■火山災害を知る(日)(英) [25分]

　■火災と事故の昭和史(日)(英) [30分]

　■高齢化社会と介護－安心への知恵と備え－ [30分]

　■車両形状別・シートベルトの分析報告書

　■企業の自動車事故防止・軽減に資する手法の調査・研究報告書

　■企業における効果的な交通安全対策構築に関する調査・研究報告書

　■自動車保険データにみるシニアドライバー事故の現状と予測

　■あなたの職場は大丈夫!? 飲酒運転防止マニュアル

　■工場防火に関する調査・研究報告書

　■企業のリスクマネジメントに関する調査・研究報告書

　■建物の耐震技術に関する調査・研究報告書

　■改正建築基準法に関する調査・研究報告書

　■海外安全法令シリーズ（No.１～13）

　■洪水ハザードマップ集(CD-ROM)第１集、第２集

　■東海豪雨　そのとき企業は

　　－企業が地域とかかわっていくためのヒント集－

　■災害絵図集－絵で見る災害の歴史－

　■NPOのためのリスクマネジメント

�
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　■シニアドライバー－急増する高齢ドライバーの事故－ [35分]

　■交差点事故を防ぐ [18分]

　■追突－混合交通の落とし穴 [27分]

　■昭和の自然災害と防災(日)(英) [30分]

　■応急手当の知識 [26分]

　■稲むらの火 [16分]

　■絵図にみる－災害の歴史－ [21分]�

　■老人福祉施設の防災 [18分]

　■羽ばたけピータン [16分]

　■市民防災力の強化を目指して　～2003年11月開講地域防災リーダー

　　養成講座（みやぎ防災塾）から[105分]

　■わがまち再発見！ぼうさい探検隊 [22分]

　■NPO・NGO運営上のリスクとその対処 [20分]

安全防災関係　主な刊行物／ビデオのご案内
●刊行物（有料のものと無料のものがあります。また送料は別途ご負担いただいております。）

交通安全関係

安全技術関係

災害予防関係

●ビデオ

交通安全関係

災害予防関係

◎交通安全・安全技術関係の刊行物につきましては、当協会業務企画部企画・安全技術グループ[TEL.(03)3255-1397]までお問い合わせ下さい。

◎災害予防関係の刊行物につきましては、当協会生活サービス部 NPO･防災グループ[TEL.(03)3255-1294]までお問い合わせ下さい。

◎各種交通安全ビデオは、実費で頒布しております。

　損保セーフティ事務局[TEL(03)3561-2592、受付時間 AM 9:00～PM 6:00(月曜～金曜)

◎交通安全・災害予防関係ビデオは、講演会や座談会などにご利用下さい。ビデオについては、上記記載の他多数用意しております。

　当協会各支部[下記参照]にて、無料貸し出ししております。

　各種ビデオの内容につきましては、生活サービス部 NPO･防災グループ[TEL.(03)3255-1294]までお問い合わせ下さい。

　当協会各支部連絡先

　北海道＝(011)231-3815　東　北＝(022)221-6466　関　東＝(03)3255-1450　静　岡＝(054)252-1843　北　陸＝(076)221-1149

　名古屋＝(052)971-1201　近　畿＝(06)6202-8761　中　国＝(082)247-4529　四　国＝(087)851-3344　九　州＝(092)771-9766

　沖　縄＝(098)862-8363

◎下記のビデオは実費で頒布しております。

　「開国迫る！日本の機械安全－国際安全規格ISO12100－」（CD-ROM有）　申込先：㈱イメージプランニング[TEL(03)5272-9990]

　「わがまち再発見！ぼうさい探検隊」「NPO・NGO運営上のリスクとその対処」　申込先：㈱テレビ朝日映像[TEL(03)3587-8150]

　　気象庁のホームページには、最新の火山情報

の提供があり、“現在の火山活動レベル”という

データが出てくる。現時点で吾妻山は、東北で唯

一掲載されており、レベル１（静穏な火山活動）

と表示される。

　吾妻山とは、福島県の北部から山形県との県境

にまたがる一大火山地の総称であり、「吾妻火山

群」、「吾妻連峰」と同義である。この２枚の絵

図の場所である“一切経山（いっさいきょうざん）”

は、吾妻小富士や家形山などと東吾妻火山群を形

成し、その円頂には1948.8ｍの１等三角点がある。

山々の間には、五色沼や鎌沼などの火口湖が神秘

の光をたたえ、1950（昭和25）年磐梯朝日国立公

園に指定された。また、1959（昭和34）年山岳自

動車道磐梯吾妻スカイラインが開通している。　

　さて、これら２枚の絵図であるが、1893（明治

26）年の一切経山噴火の記録を留めたものである。

吾妻火山は、18世紀初頭や19世紀初頭に小規模な

噴火をおこしていたといわれるが、記録には残っ

ていない。正確な記録が残っているのは、この

1893（明治26）年の噴火以降である。同年5月19

日に一切経山の南側中腹・燕沢（つばくろざわ）

付近で突然爆発が起こり、土石を噴出、噴煙は約

2,000メートルの高さに上がり泥雨を降らせた。

その後も断続的に爆発し、太平洋沿岸まで降灰が

あったという。

　『吾妻山噴火（明治二六年五月）実況見取図』

と付箋がついている方は、明治二六年五月とある

ことから、この5月19日の噴火を受け、農商務省

が地質調査所の三浦宗次郎技師ら一行を派遣した

際の、第1回調査資料の一部ではないかと推測する。

　また、『吾妻山噴火際調査ノ為登山セシ三浦技

手遭難ノ図』は、6月4日の再噴火の連絡を受け、

再び現地に入った調査団一行が、捜索隊に発見さ

れた時の様子を模写したものである。火口付近を

調査中に噴石にあたり殉職した、三浦宗次郎技師

と西山惣吉技手の遺体発見現場の状況と、降石に

打裂された身体状況が細かく書き込みされている。

当時の『福島民報』の新聞記事や当館所蔵の吾妻

山関連資料などから、6月9日付け福島県知事日下

義雄に宛てた福島警察署長桐原彦吉の報告書の一

部ではないかと思われる。報告書（第三報）によ

ると、「･･不幸にして災害を被むりしときは互い

に救助すべきことを云々訓示し･･」、「此處は両

人の負傷せし處にして尤も危険なる旧噴坑を･･･

四五分時毎に噴烟して小石を飛ばす危険の場所に

して･･」、「泥濘に陥りたるを共に救い揚げ或い

は死体を背負杯辛ふじて･･･泥深くして腰を没し

容易に移し難く･･･七名の巡査をして泥中に人橋

を作らしめ死体を川向へに推移運搬の状其艱苦実

に名状す可らす而して･･･」などの文言が並び、

巡査8名と医師1名による捜索は困難を極めたこと

が推し量られる。

　この噴火による降灰は、信夫･伊達･安達･田村･

岩瀬･石川･耶麻の各郡、宮城の亘理、山形の置賜

の二郡にまで及び、新聞には蚕糸業組合が「緊急

廣告」なるものを度々掲載し、蚕児が桑葉に付着

した噴灰によって中毒死する可能性があることを

警告している。当時の福島県が、信達地方を中心

として、いかに養蚕が盛んであったかを知ること

ができる。

　前後して1888（明治21）年には、磐梯山が大噴

火し、死者477人もの犠牲者がでた。1900（明治

33）年には、安達太良山の沼ノ平付近が爆発し、

死者72人という大惨事となっている。犠牲者の数

だけから見れば、吾妻山噴火は被害が少なかった

ということになるのかもしれないが、正確な記録

が残っている日本の火山観測史上初の殉死という

ことで、歴史に刻み込まれた。殉難の二碑は1921

（大正10）年吾妻山浄土平の西、登山道沿いに建

立され、当時の状況を偲ばせる。また、福島市内

信夫山公園にも1899（明治32）年に建立された吾

妻山殉難記念碑がある。

　　　　菅野　由美（福島県立図書館主任司書）

【参考文献】「吾妻山回想譜」二階堂匡一朗著

　　　　　　「微温湯案内記」引地清治著　

　　　　　　「吾妻山」木村完三著
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